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歯周組織の恒常性維持や再生は、歯根膜に存在する歯周組織幹細胞が担うと考えられています。一方で、歯根膜を構成
する細胞群の全体像や多様性、さらに歯周組織幹細胞から骨芽細胞・セメント芽細胞などの構成細胞への分化過程には未
解明な点が多く残されています。私たちは、歯根膜細胞を特異的に追跡・解析するための新規ノックインマウス（Plap-
1-GFP-2A-CreERT2）を作製し、系譜追跡と単一細胞RNAシーケンス解析を組み合わせて、これらの課題を生体内で解
明することを目指してきました。本発表では、歯周炎後の歯周組織修復に加え、抜歯後の骨修復およびその後の骨膜形成
に対する歯根膜の寄与について、最近の知見を紹介します。

現在、重度の歯周病により失われた歯周組織を再生させるために、間葉系幹細胞(MSCs)を用いた再生医療が注目され、
様々な臨床試験が行われていますが、生体内の環境において、歯周組織に存在するMSCsがどのような挙動を示し制御さ
れるかについての詳細なメカニズムは依然として明らかにされていません。近年、我々の研究グループでは、マウス臼歯
において副甲状腺ホルモン関連タンパク(PTHrP)陽性の歯小嚢細胞と歯根尖部特異的に発現するケモカイン
CXCL12(chemokine (C-X-C motif) ligand 12) 陽性の間葉系前駆細胞が、歯根やその周囲の歯槽骨形成および再生に
重要な役割を果たすことを明らかにしました。本発表では、上記の新たな知見を中心に、歯周組織の形成および恒常性維
持に寄与する様々な間葉系幹細胞の生体内での役割について議論したいと思います。
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